うにな つた。 ォゾ— ンに充 ちた、 松 樹脂の 句う 冬の 日 

向 は、 東京での 生活 を 暗く 思い 浮ばせた。 陽子 は 結婚 

生活が うまく 行かず、 別れ話が 出て いる 状態であった。 

「ああ あ、 私 も 当分 ここでで も暮 そうか しら」 

「いいこと よ、 のびのび する わ そり や」 

「_ 部屋 貸し をす ると ころ あるか しらこの 近所に」 

ふき子 は、 びっくりし たように、 

「あら 本気な の、 陽ち やん」 

といった。 

「本気に なりそう だ わ —— ある？ そんな 家 …… もし 

本当に さがせば」 



「それ はそう だろう」 

といった。 

「賄 は 別の 方が いいさ、 留守の 時 だ つ て あるんだ から」 

「さよです」 

「座敷 代 は、 それじゃ 源さん がいって いた 通りです ね」 

一 畳 二 円と いう 事な のであった。 

「 へ え、 夏場です ととても それで は 何で) J ざいます が、 

只今の こ つ てす から …… 」 

彼等 は そこ を 出てから、 ぶらぶら 歩いて 紅葉 屋へ紅 

茶 をのみ に 行った。 

「陽ち やん も、 いよいよ ここの 御 厄介になる ように 



も その 部屋 を 出られず、 貧弱そう な 食物 を 運んで 貰う 

_ —— 異様に 生活の 縮小した 感じで、 陽子 は 落 付き を 

失った。 

「ここへ 置きます から、 どうぞ 上って 下さい」 

「ええ、 ありが と」 

婆さんが 出てから 振 返って 見る と、 朱塗りの 丸 盆の 

上 に 椀と 飯 茶碗と 香 物が のせられ、 箱火鉢の 傍の 畳に 

直に 置いて あった。 陽子 は 立って 行って 盆 を 木箱の 上 

にの せた。 上り 端の 四 畳の 彼方に 三 畳の 小 間が ある。 

そこが 夫婦の 寝起きの 場所で 夕飯が 始まった らしい。 

彼等 も 今晩は 少しい つもと 異 つた 心 持ら しく 低声で 話 



と、 機械 をす て 篤 介のと ころへ 立って 行った。 

「何す るんだ い、 この 糸」 

「糸 じ やない よ」 

「糸 だい」 

しつ ぼ 

「馬の 尻尾 だよ」 

「ふ— む、 本当？ どこから 持って来 たの」 

「抜いて 来たの さ」 

「 —— 噓 いってら！ 蹴る よ」 

「馬の 脚 は 横へ は 曲り ません よ。 櫟 つたがって フッ 

フッ フッっ て 笑うよ」 

ふき子が： &び をす るよう に 胸 を 反して 椅子から 立ち 



などと いった。 無遠慮な 口 を、 岡 本 はまる で 聞え な 

かった ように、 

「忠 一 さま、 お茶 さし 上げましょう か」 

と、 丁寧な 声と 眼差しと で 手 を さし 出す。 その 蒼白い 

頰に 浮かんで いる 軽蔑 を、 陽子 は 苦しい ほど 感じて 見 

る ことがあった。 …… 

紅茶 を 運んで 来た 岡 本の 後 姿が 見えなくなる と 男た 

ち は. R を 揃えて、 

「ワッハ ッハ」 

と 笑い出した。 さすがに 今度 は、 

「およしなさい」 



「ゥヮ —ィ」 

悌が手 脚 を 一 緒く たに 振 廻して その あと を 追つ かけ 

た。 けろ りと して 戻って 来ながら、 

「とてもす てき だよ」 

忠 一 は 篤 介に いった。 

「やって 御覧、 海が 上の 方に 見える よ」 

「ど— れ」 

篤 介 は 徐ろに 帽子 を 耳の 上まで 引下げ、 腕組み をし、 

重々 しく 転がって 行った。 悌が、 横になる と 思う や 否 

や 気違いの ように その後 を 追つ かけた。 

「ゥヮ 1 ィ」 
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